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令和５年度 

社会福祉法人福島福祉会  事業計画 

Ⅰ 法  人 

１．基本方針 

   昨今、新型コロナウイルス感染症の流行や物価高騰により当法人は法人設立以来の非常に厳

しい経営状況を迎えている。この現状の中、社会福祉法人福島福祉会は、当初の目標にしてい

る、福祉・介護・保育ニーズに柔軟に対応し地域に求められる法人として、実情にあった総合

的な福祉サービスの提供を行うため、経営基盤強化を図り１つ１つの事業所が独立して安定し

た経営ができるよう以下のとおり運営を行っていく。 

この目標を実現するにあたり、令和 5 年 3 月 31 日をもって姉川博理事長が退任することか

ら 4月より新理事長に交代、6月の評議員会終結後に新体制での法人運営が開始となる。ここ

でさらなるガバナンスの強化を行い健全で安定的な法人運営が出来るよう準備を行い未来に

続く経営戦略を検討していく。 

次に人材に関することであるが現在職員の確保が非常に厳しい中、当法人では、職員一人一 

人のスキルアップ、また新たな人材の確保が必要不可欠である。スキルアップでは、毎月の各 

事業別での研修会を中心に、外部研修を十分に取り入れながら、常に新しい情報を基に職員力 

の向上を図る。人材の確保では、当法人で行っている人材育成への取り組みや資格取得への支 

援等、当法人の魅力を SNSや地域広報誌への折り込みなどを活用し発信しながら、人材の確保 

に努め、地域の高校などへの求人活動も積極的に行う。また、長期的な人材確保戦略を考え人 

材派遣会社との連携や外国人実習生の受け入れ、人材紹介会社の利用等を柔軟に検討しながら 

人材確保をはかっていく。 

また、法令遵守による事業の遂行も安定した経営には必要となり、社会福祉法を始め介護保 

険法、児童福祉法など運営に必要な法令を遵守し、法人内で確認し合い法を守る事が重要な事

である。職員が法人理念・経営方針を理解しコンプライアンスの徹底を行いお互いに注意でき

る環境づくりに取り組み目標に向かい活力ある法人経営を行う。 

   ハード面では、養源保育所は、昭和 58年に建築され築 40年、いろは島荘は、平成 6年に建

築され築 29 年となり建物は老朽化が進み大きな課題となっている。定期的な確認を行いなが

ら専門家の意見を取り入れ、利用者様が安全に安心して利用できる施設として保善に努め、状

況に応じ更新の時期を検討していく。 

地域貢献においては、老人福祉事業では地域における買い物弱者の支援として定期的な買い 

物支援ができる環境を構築し、児童福祉事業では地域との交流をおこなっていく。 

 

２．重点活動 

１．経営基盤の強化 

２．人材確保と育成 

３．法令遵守による事業の遂行 

４．経営の透明性の向上 

５．地域貢献 
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３．法人理念 

一、利用者の尊厳ある生を一緒に歩むという感情労働の心 

一、職員力による福祉の心で地域貢献 

一、透明性の向上と活力ある経営 

社会福祉法人福島福祉会は、介護は感情ある労働という認識を強く持つとともに、福祉の担い

手として、地域貢献活動を実践します。また、人に優しい心あふれる介護サービスの向上に努

め、新たな精神で透明性と活力ある経営を目指します。 

 

４．経営方針 

・利用者の人としての権利を守り、楽しく生きる力を支援する。 

・優れた人材を育てると共に利用者目線で満足いただけるサービスの提供を目指す。 

・常に提供しているサービスを見直し、必要に応じその改善に努める。また、人らしく生活 

していただくための生活環境保持に努める。 

・リスクマネジメントを確立し、安全・安心な施設運営を行う。 

・地域から信頼していただける社会福祉法人として、地域との協働精神を発揮して地域に貢献 

する。 

・社会福祉法、老人福祉法、介護保険法、児童福祉法等基本法律の内容と精神を正しく理解し 

これを遵守する。 

・事業概要をはじめ経営状況等については、ホームページ等の活用により透明性のある運営に 

努める。 

・各事業所はあくまでも独立採算制を基本とし、効率的な事業経営に努めると共に、社会及び 

事業環境変化に対応した経営改革を行い、継続的な活力ある経営を目指す。 

 

５． 法人組織図 

理事長 

  理事会 

理事（６名） 

監事（２名） 

 
評議員会 

評議員（7名）    

   

   

介護施設事業  児童施設事業 

・特別養護老人ホームいろは島荘 

・特別養護老人ホームいろは島荘 

短期入所介護事業所 

・いろは島荘デイサービス事業所 

・いろは島荘ホームヘルプサービス事業所 

・いろは島荘居宅介護支援事業所 

 ・養源保育所 
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６．理事会 

  令和５年度における理事会を次のとおり開催する。また、必要に応じて臨時の理事会を 

開催する。 

 開 催 月 主 な 審 議 事 項 

第１回 令和５年５月下旬 

・令和４年度事業報告、計算書類承認の件 

・令和５年度補正予算第１号の件 

・定時評議員会の招集の件 

第２回 令和５年６月中旬 
・理事長互選の件 

・各事業所の運営規程の改正 

第３回 令和５年９月下旬 ・労務関係規程改正 

第４回 令和５年 11月下旬 ・各種規程の改正 

第５回 令和６年３月上旬 ・令和５年度事業計画、会計予算承認の件 

 

７．評議員会 

令和５年度における評議員会を次のとおり開催する。また、必要に応じて臨時の評議員会を開

催する。 

 開 催 月 主 な 審 議 事 項 

第１回 令和５年６月下旬 
令和４年度計算書類承認の件 

役員改選の件 

 

８．監事監査 

監事は、法人の財産の状況や財務内容及び各事業所の実地監査、経営状況や会計の執行状況、 

利用者預り金の取り扱い状況について監査を実施する。 

監査報告書を作成し理事会及び所轄庁に報告を行う。 

 開 催 月 主 な 監 査 内 容 

第１回 令和５年５月下旬 実地監査 

 

９．役員研修 

社会福祉法人の役員として地域の期待と課題を明確し対応を行って行くため、積極的に研修

会に出席する。 

 

Ⅱ 介護施設事業 ( いろは島荘 ) 

 １．基本方針 

介護施設事業において、最重要事項は、感染症対策と人材の「採用・定着・育成」に向け

た取組の強化である。感染症対策おいては、新型コロナウイルス感染症が全世界に広がりは

じめて 3年が過ぎ今年 5月からは、感染症の 5類に引き下げられることとなったが老人福祉

施設でのクラスターは、未だ多数起きている。当施設でも昨年 11月・12月にクラスターが

発生したことから、その経験をいかし「絶対入れない、かからない」を絶対目標とし対応マ

ニュアルに則り実施訓練を行いながら組織的に感染予防強化を行っていく。 

次に人材の「採用・定着・育成」に向けた取組の強化であるが、現在介護員の人材確保が厳

しい状態にあり一人一人のスキルアップが求められていることから計画的に職員の技術、感
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情、そして福祉の心を磨いていく。新人職員への入職時研修、月に１度の研修会において知

識を身に付け、介護現場ではアセッサーの資格を持つ職員による評価を行いながら介護力の

向上に努めていく。また介護記録システム、センサーマット、インカム等の ICTを活用し業

務負担軽減を図ると共に、情報の一元化に努め利用者様の把握強化と ADLの向上に努めてい

く。 

委員会活動では、各委員会でマニュアルの作成、見直しを行いながら職員が統一した対応

が出来るよう徹底していく。 

特別養護老人ホームでは、利用者様の尊厳を尊重した、ゆったりのんびりその人らしい暮

らしの実現を図る為、お一人お一人の嗜好、身体状況などの情報が共有できるよう２４時間

シートの更新に力を入れ、個別ケアの実現に向け職員一岩となり取り組んで行く。また口腔

ケアの徹底や水分補給等を重視し肺炎や尿路感染予防に努めていく。 

介護保険改正に伴う最新の情報の取得に努めるとともに、各部署と情報を共有し法令に遵守

した業務の遂行を常に心がけ業務の見直しと、書類の整備をする事で、安心して利用して頂け

るサービスを提供する。 

居宅介護事業所（デイサービス事業、ホームヘルプサービス事業、短期入所介護事業、居宅

支援事業）では、ご自宅での普段の生活を勘案した個別の援助計画に基づき、ご本人にあった

統一されたサービスを提供する。援助は過剰または不足にならない様に十分に配慮し、他職種

からの意見も含めた定期的な見直しを行い、安全で安心した生活が送れる様に支援する。 

利用者主体の生活をサービス利用中にも送ることが出来るように一人ひとりに合った余暇

活動や機能訓練の充実を図り、個々のニーズに柔軟な対応をしていける体制を構築する。 

法人全体を考えた営業活動の実施、及び稼働率安定を目指し、通所から短期入所、そして長

期入所と繋げていく事を常に意識すると共に、居宅介護事業内の連携を図りつつ法人全体を考

えた営業活動を行う。 

 

２．法人理念の遂行 

 〇利用者の尊厳ある生を一緒に歩むという感情労働の心 

→老人福祉事業所は、利用者の尊厳ある生に寄り添い、お一人お一人の人生を知ることか

ら始め、自己決定を大切にして自律した生活を歩めるようサービスの提供を行う。 

〇職員力による福祉の心で地域貢献 

→地域の行事等に進んで参加し地域に根付いた施設になるように努める。 

→年に２回の地域清掃活動を実施する。 

   →地域における買い物弱者の支援として定期的な買い物支援ができる環境を構築する。 

〇透明性の向上と活力ある経営 

→インターネットを利用した法人情報の公開をはじめ、日々の事業が一目でわかるように 

SNSでの公開活動の充実を目指す。 

 

３．会議 

会 議 名 内  容 開 催 

運営会議 運営、苦情、教育に関すること 毎月 1回 

特養会議 業務に関すること 毎月 1回 

特養グループ会議 グループの業務に関すること 毎月 1回 
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デイ会議 デイサービス業務に関すること 毎月 1回 

ヘルパー会議 業務に関すること 随時 

居宅会議 業務に関すること 随時 

 

４．委員会 

  委員会名 内  容 開 催 

保健衛生委員会 感染症予防、褥瘡予防に関すること 毎月 1回 

事故防止委員会 事故防止、虐待、身体拘束に関すること 毎月 1回 

広報委員会 ホームページ、広報誌に関すること 毎月 1回 

防災委員会 防火、防犯、災害等の対策に関すること 毎月 1回 

給食委員会 給食委託業者との連携、給食に関すること ３カ月に 1回 

※全委員会 定時での会議に加え、必要に応じて臨時に開催する。 

 

５．研修 

 テーマ 

 ４月 感染予防・褥創予防（書面） 

 ５月 身体拘束廃止（集合） 

 ６月 事故防止・虐待（書面） 

 ７月 法人理念研修(集合) 

 ８月 事故防止について（集合） 

 ９月 接遇マナーについて（書面） 

１０月 口腔ケアについて（集合） 

１１月 感染予防（書面） 

１２月 多職種連携研修（集合） 

 １月 認知症（集合） 

 ２月 虐待防止（集合）身体拘束廃止（書面） 

 ３月 褥創予防（集合） 

 

６．訓練 

 内  容 

 ４月 避難訓練・初期消火訓練  

 ５月 感染発生時訓練（初動）  

 ６月 日中避難訓練  

 ７月 急変時等対応訓練  

 ８月 ＡＥＤ・心肺蘇生法 

 ９月 防犯訓練 

１０月 消火栓操法大会  

１１月 感染発生時訓練 
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１２月 夜間避難訓練・通報訓練 

 １月 原子力災害対策訓練 

 ３月 自然災害訓練 

 

７．行事予定 

特別養護老人ホーム・短期入所生活介護 

 行 事 予 定 

 ４月 ・桜花見ドライブ ・移動美容室来荘 

 ５月 ・母の日行事 ・運動会 ・つつじドライブ  

 ６月 ・入居者健康診断 ・父の日行事 ・移動美容室来荘 

 ７月 ・七夕 

 ８月 ・移動美容室来荘  

 ９月 ・敬老式典  

１０月 ・芋ほり  ・移動美容室来荘  

１１月 ・焼き芋会  

１２月 ・年忘れ会（各グループ） ・移動美容室来荘 ・餅つき  

 １月 ・新年祝賀、写真撮影 ・初詣、新年会 

 ２月 ・節分行事 ・ドライブ（梅園） ・移動美容室来荘  

 ３月 ・ひな祭り行事 ・いろは島荘春祭り 

その他 

・入居者様の誕生日にはプレゼントを贈りお祝いする。 

・毎月の体重測定を行う。 

・広報誌の発行を年４回行う。 

・レクリエーションにて趣味活動の充実に努める。また、アクティ

ビティケアを使い認知症予防と手先の機能向上に努める。 

 

デイサービス 

 行 事 予 定 

４月 ・3色団子作り  ・誕生会 ・花見外出 ・花見カフェ 

５月 ・たこ焼き作り ・誕生会  ・バーベキュー 

６月 ・あじさいゼリー作り ・誕生会  ・あじさいドライブ 

７月 ・フライドポテト作り ・誕生会  ・七夕行事（デザートバイキング） 

８月 ・パフェ作り  ・誕生会   ・夏祭り 

９月 ・どら焼き作り ・誕生会  ・外出   ・敬老行事 

10月 ・ピザ作り   ・誕生会  ・運動会 

11月 ・スイートポテト作り  ・誕生会  ・紅葉ランチ 

12月 ・焼き芋作り  ・誕生会  ・餅つき 

１月 ・蒸しパン   ・誕生会  ・新年会  ・初詣外出 

２月 ・チョコレート菓子作り ・誕生会  ・節分行事 

３月 ・わらび餅作り ・誕生会  ・春祭り  ・春の茶会 
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Ⅲ 児童福祉施設事業 （ 養源保育所 ） 

(１) 保育の基本方針 

 ・未満児は特に 1対 1の関わりを大切にし、一人ひとりが安心して過ごせるような環境のなかで、

自分や他人・物・命を大切にするこころが育つ保育 

 ・集団生活、縦割り（異年齢児）保育の中で、年少の児童は年長の児童を尊敬し、 

  年長の児童は年少の世話をすることで思いやりや、責任感が育つような保育 

 ・恵まれた自然環境の中で、本物の体験を通して想像力・創造力・観察力が養える保育 

 ・保育所と家庭とで思いやりを育むことができる保育 

（２）保育理念 

  ・子ども一人一人を大切にし、保護者・地域から信頼され、愛される保育所に 

  ・職員一人一人が資質向上を目指し、責任感と誇りを持って保育を行う 

 （３）保育の特色 

  ・スイミング教室・出前講座（英会話）・健康保育・交通安全教室・避難訓練・防犯訓練を通じて、

各々に合った知識を習慣化させ、保育所給食、食育について関心を持たせながら、野菜作り・

クッキングの活動を実践 

  ・詩吟教室・和太鼓に取り組むことで、日本の伝統文化に触れ親しみ人前で披露する喜びを育む 

・感染予防を図りながら、地域の老人福祉施設には、感謝の気持ちを込めて作った手作りプレゼ

ント作りをおこない、ハガキ投函・学校行事等にも参加を通して豊かな福祉の心を育む 

・手作りカレンダーを作成し、利用施設に配ることで地域交流を図る 

・１年を通して保育所周辺のマラソンを行うことで、体を鍛えることはもちろんのこと競争心や

最後まであきらめない心を養う   

  ・個人面談をして保護者と連携を取り合い、子どもの発達段階を追って成長を促す保育を行う 

（４）重点活動 

  ・感染予防に関して、新型コロナウイルス・インフルエンザ流行に対し職員のマスク着用や、

手指消毒と、遊んだ玩具等の消毒をする。出入口に消毒液を置き、ドアノブ等特に消毒をし、

換気などの基本的な感染防止対策の徹底を行う。 

  ・体調不良時には職員の出勤や園児の登園を控えるように呼びかけ、抗原検査を行い出勤、登

所する。 

・健康管理を重視し感染症流行時した場合等は、行事、外部との交流を自粛し対応する。 

・自然環境で育つ子どもたち、毎日のマラソンで、肉体的、精神的にも強くなりマラソン大会

では、保護者、地域の方の応援の中頑張って走る。 

  ・延長保育事業・一時保育事業・障害児保育促進事業をし、保護者のニーズに適切に応えてい

く。 

  ・職員育成では、資質向上のために、外部研修では WEB 研修を受講し、内部では園内研修会、

給食委員会、支援委員会、感染症対策委員会の活動を通して、専門性の知識を全職員で学び

合い、保護者・子育て支援にも努める。 

  ・園児確保のため、ポスター掲示や一時保育利用者の勧誘活動を行い、町内回覧へ「養源保育

所だより」を配布して保育所の生活等をお知らせする。 
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（５）行事予定等 

 令和５年度行事予定 

４月 進級式・春の遠足・鯉のぼり掲揚・AED講習 

5月 
子どもの日の集い・尿検査・小学校運動会年長児かけっこ・玉葱収穫・夏野菜植え 

いろは島荘デイサービス誕生日プレゼント作り・町内歯科健診 

6月 歯科健診・園児健康診断・芋苗植え 

7月 七夕集会・七夕飾りつけ（土谷郵便局）・プール開き・夏祭り 

8月 プール遊び・防犯訓練（講話）・長崎原爆・屋内退避訓練・詩吟昇級試験 

9月 敬老の日のプレゼント作り（祖父母・いろは島荘・建禄園） 

10月 秋の遠足・マラソン大会 

11月 
文化祭作品展示・園外保育年長児・防火講話・火災予防運動・七五三参拝・芋掘り 

園児健康診断・町内歯科健診 

12月 
なかよし発表会・祖父母参観・クリスマス会・年賀状発送（民生委員）・ 

大判年賀状（いろは島荘・建禄園）・手作りカレンダー配布（各施設） 

1月 七草クッキング 

２月 豆まき会・小学校 1年生との交流会・個人面談・修了写真撮影 

3月 
防火講話・ひな祭り・火災予防運動・お別れ遠足・卒園式・修了式 

保育要録の話合い（小学校訪問） 

そ
の
他 

身体測定・避難訓練・きらきら号巡回・松浦出前講座英会話…毎月 

健康保育…３回 防犯訓練…４回 交通安全教室…５回 AED講習会…１回 

食育指導…数回 詩吟教室…数回 和太鼓…数回 クッキング…数回 

合同誕生会…数回 衛生検査…毎週月曜日 歯磨き指導・フッ素洗口…毎日 

 


